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要約
　本報告は，三つの章に分かれている。第一章は，第三回国際沙漠工学会議（1995年9月）の折に，日
本沙漠学会の会長として行った記念講演の日本語訳である。この講演では，私なりに，開発の問題点に
ついて要点を捉え，その上で，平和の問題に言及している。社会科学研究所の個人研究による1993－1994
年の2年の研究期間だけでなく，その前からの考え方を集約したものといえよう。英文原稿を日本語に
直すに際し，講演ではやや舌足らずの所など加筆補正してある。第二章は，メキシコ，中国，イスラエ
ルの沙漠開発の問題点について，主としてそこで行われた関連の国際会議での観察と問題点を述べてい
る。第三章は，明大定年退官の折の，記念講演（1995年3月）であり，　“駿河台からの発想”というサ
ブタイトルが示すように，明大での8年間の研究成果をもとにして沙漠研究の未来像を語ったものであ
る。
§1　第一章　沙漠・開発・平和
　私達は，このたび，富士山の北麓，山梨県上九一色村の本栖湖ホテルに世界各国からの参加者の皆様
をお迎えでき，大変喜ばしいと思っている。と同時に，私個人は，第三回沙漠工学会議が開催されるこ
の機会に，今から15年前の1980年の第24回国際地理学会議の折に，富士山の南（静岡県富士宮の貿易研
修センター）で開かれた“沙漠に関する国際シンポジウム”のことをふと思い出している。その折には，
我々は“乾燥地域の内部とその周辺にみられる沙漠化の問題”について大いに議論したものである。そ
　☆国連大学学術局顧問（元本学政治経済学部教授）
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の会議場で，私達は，中国科学院地理研究所の趙松喬先生から初めて中国の沙漠について詳しく学ぶこ
とができた。しかし，当時の新聞は，地方紙も，全国紙も，この学術的な催しについてあまり注意を払っ
てくれなかった。私ども，大部分の日本の科学者たちも，国のなかに沙漠がない日本で，何故このよう
なシンポジウムがひらかれるのか，あらかじめ十分な議論もできなかったと思う。しかし，その機会に
世界の優れた沙漠研究者が集まってくれたことはその後の日本における乾燥地研究の発展の上に，大き
な影響を与えてくれたと思っている。
　この15年前の学術的な催しを，本日の沙漠工学の集まりと比較してみると，まさに“光陰矢の如し”
の感がある。と同時に私は，研究者は沙漠開発の未来と，沙漠研究の分野における真面目な国際協力を
通じての世界平和の達成について，大きな責任を持っていると考えたい。
　私自身，沙漠研究者としての経験は，まず中東から始まった。メソポタミア（特に北イラクやシリア），
パレスチナ（ガリラヤ湖周辺）やその他の肥沃な三ケ月地帯などに展開し，やがてエジプト，サハラ，
サヘル，タクリマカン，中央アジァ，インド亜大陸，アメリカ大陸などに広がっていった。その間
（1956～現在）私はフィールドワークを通じて，文明の衰亡の歴史を示している多くの考古学的，歴史
的な遺跡を観察することができ，また，開発の問題をさまざまな場所で考えることができた。
　いうまでもなく，我々の同僚の，Robert　Adams博士が特に指摘しているように，古代メソポタミア
農業の衰退は，灌概施設に比べて不十分な排水施設やその結果おきる土壌の塩性化によるものかもしれ
ない。又，人々が農村から都市へ移動する，いわゆる都市化のプロセスそのものが，その地方の森林伐
採の速度を早めたともいえよう。現在では，レバノン山脈のほんの僅かの場所にしか残っていないレバ
ノン杉を見れば，環境の破壊には，いかに人間活動が重要な役割を呈したかを，認めざるを得ない。
　1960年代から’70年にかけて，私は，アラブ連合共和国（現在のエジプト）の西部沙漠開発計画の現
場を訪れる機会があった。これは，二国間の技術協力プロジェクトであり，現在のJICAの前身である
0．T．C．A．の仕事であった。我々は，深井戸（時には一1，000m）を堀り，化石水と呼ばれる何万年も
前からの帯水層の地下水を汲み上げ，新しいオァシスを発展させてゆくというエジプト側の熱意はよく
わかったが，均衡のとれない開発を行ったために，はじめは自噴していた地下水が，やがて水位が下が
り，ポンプで揚水しなければならなくなったり，開発地域が盆地状の地形なので，汲み上げた水の排水
の手當がうまくゆかず，そのために，水がなかった土地の土壌が次第に塩性化してしまった。この計画
の初期の段階で，我々は，沙漠で効果的といわれる太陽エネルギーの利用を考え，沙漠道路に施設する
燈台用の太陽電池による発電システムや，同じく太陽エネルギーを利用して各地に散在する井戸の地下
水位のモニタリング・システムなどを考えて試験をしてきた。しかし，その当時の太陽電池の実力では，
1wが100＄（当時の換算レートでは36，000円）という高い値段を設定をしなければならず，又，カイ
ロとアレキサンドリアとの中間に施設した燈台は，夜になると自動的に光を発して好評ではあったが，
砂風のために太陽電池の表面がザラザラになり，一年後には，効率が大変落ちてしまった。又，カイロ
にコントロール・センターを作って各井戸の水位モニタリングの結果を集中管理する案の立派な設計図
までできていたが，これは，実現にはいたらなかった。
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　このような結果になったのは，特に太陽電池の値段が高かったということばかりではない。当時の日
本政府は，ナセル政権との協力に消極的であったこともあり，二国間協力の志がうまくかみ合わなかっ
たと言ってもよいかと思われる。
　1980年と1986年には，私は二回リビアを訪れる機会があった。リビアという国は，沙漠開発特に沙漠
工学の見地からは，大変面白い国であり，豊富な石油収入をもとに，様々なニュー・テクノロジーの導
入が始まっていた。いわゆるセントラル・パイボットといわれるアームの長さが，100mもするような
大型の自動散水装置，新農村の水関係の施設の自動モニタリング設備，きわめつけは，地中海から1，㎜
km近い南の内陸のクフラ・オアシス周辺から地下水を汲み上げ，地中海岸の地帯周辺にまで及ぶという
巨大な人造運河（具体的には地上に施設されて最大直径7mにも及ぶパイプライン）などの工事が進行
中であった。（注，人工運河は既にトリポリまでの部分は完成した。1997）これらのプロジェクトは，
開発費用のことは考えていないように思えるが，カダーフィ大佐の哲学では，一国にとって農産物の自
給が最も大切なことであり，そのための出費は惜しまないということであった。又，彼等も，いわゆる
intercalculaireと呼ばれるサハラの披圧地下水が，おそらく50年位しかもたないということには気がつ
いていたが，ある箇所が枯渇したら，又，新しく井戸を掘ればよいではないかという考え方である。私
達は，今回の会議では科学と技術の問題を扱うのであって，政治の問題にはあまりは入り込まないとし
ても，限られた資源（例えば水資源）を使った持続性のない資源の収奪は，おそらく私達の次の世代に
対して，様々な問題を残すことになるであろう。
　リビアとの比較になるが，同じように石油収入のたいへん豊かなアルジェリアにおける沙漠開発の場
合は，一体どのような必要性があったのかについて真剣に討議しなければなるまいが，いくつかのヒン
トを考えることができる。私は，1961年から30年以上にもわたってアルジェリア・サハラのTidike1七オ
アシスでのフィールドワークを行ってきた。又，大麦や小麦のような穀物の栽培に，新しい灌概技術を
導入して，ナツメヤシを基盤にした伝統的なオアシス農業を変えてゆこうという，大変にラディカルな
技術移転を見てきた。又，このような灌概システムの変容の速度がゆっくりしており，リビアの事例と
はすぐには比較もできない。政府の方針に従うべきかどうか，オアシスの住民達は，迷っている。また，
アルジェリア政府は，近年，太陽エネルギーによる発電システムを，孤立したオアシスに導入する事業
を始めた。しかし，私の個人的な見解として，政策決定者とオアシスの住民との間には，まだまだ感情
のギャップがあると思われる。（例えば，大変簡単な例としては，蒸留水をうまく管理すること一つを
とってもうまく行っていない）このようなジレンマに打ち勝つためには，私達は，オアシスの社会・文
化的な背景について，もっと真剣なまなざしをもって考慮してゆかなければならないであろう。
　1981年以降，私は，中国科学院と東京大学，明治大学の間で日中共同研究を始めた。その研究成果は，
既に紀要として，英中両文で発表されている。そのような共同研究の成果を得て，新彊自治政府が，カ
レーズの修理・保全や研究に多くの関心をもつようになってきた。イラン人が述べているように，カレー
ズ（又はカナート）は，中国の万里の長城にも比べられる世界で最大の沙漠地帯でのエンジニアリング
の成果といえようが，地下トンネルを掘るという厳しい仕事は，残念なことに今の若い人たちの関心を
一177一
　　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学社会科学研究所紀要
ひくことができない。地下トンネルを掘る革新的な技術の発明が，今必要なのではないかと思う。
　最近，我々は，人間による環境破壊の最悪の一例を見ることができた。それは，アラル海のことであ
る。アラル海の環境破壊が，一体誰のせいなのであるかということを，今更ここでいくら議論しても始
まらない。干上がりつつあるアラル海の水位をもとのように回復することが，どのようにしたらできる
かは，私達のテクノロジー及び国際協力によるところが大であろう。（勿論，アラル海周辺諸国の自助
努力が必要なことはいうまでもないが）現在，最も緊急に必要な仕事は，きれいな水の入手に悩んでい
る人たちに対して，いかにして淡水を供給できるかということである。勿論，適切な方法で，長期的に
灌概や排水のシステムを改善してゆくことも大切なことである。問題は，理論を述べたり研究を進めて
いるだけでなく，いかにして効果のある行動に移すかであろう。この視点にたつと，アラル海問題と，
周辺諸国の国内問題だけでなく，もはや国と国とを結び，しかも，他所の国を非難するだけでなく，地
球全体の問題として，とりあつかわなければならない状況になっているといえよう。この視点にたつと，
我々日本人もきわめて慎重に行動しなければならないと思う。
　本日の講演では，数多くの話題にふれているので，おそらく皆様を混乱させたこともあろう。ここで，
環境問題に熱心な米国のゴア副大統領の著書“均衡のとれた地球”のなかの一部「機能していない文明」
の一部を引用してみたい。
　　“デカルト的な思考様式で人類史を考えてゆくと，ややもすると，我々は大地から切り離されており，
そこから収奪できる資源が無限にこの地球上にあるのだというような見方になりやすい。このような根
本的な誤解が現在の環境危機をまねいているのだ”
　自然と神と，人間とを厳密に分けて考えるということは，我々アジア人の心の中にはない。一日本人
としての私には，沙漠の民の生活形式や心の中を完全に理解することは大変難しいことと思う。よく言
われるように，唯一絶対神の考え方は，沙漠のなかに生まれ，アニミズムは，熱帯地域に生まれたとも
されている。英国の科学ジャーナリスト，Ritchie　Calderは1953年に，　Men　against　Desert一沙漠と
戦う人々一という表題の本を著した。Men　with　Desert一沙漠とともにすむ人々一という表題では
ない。
　私には，彼がこの表題をつけたのは，もっともなことだったかと思う。何故ならば，彼は，デカルト
的な思考のヨーロッパに生まれていたから，自然と人間とを対立的に考えたのであろう。
　中国の唐詩のなかに，沙漠のなかの兵士のことを綴ったものがある。これらの詩のなかには，ものさ
びしげなものがあり，或る意味では，一種の反戦歌にも見える。（例えば：王翰の涼州詩に見られる
“古来征戦幾人回”という表現）
　ユダヤ教の教典であるタルムード，或いはキリスト教の聖書やイスラム教のコーランのなかにも，し
ばしば沙漠の叙述があるが，これらの聖典が編集されたときの周辺の状況がよく書かれている。私達は，
社会・文化の複合体がことなるところに，一一twに新しいテクノロジーを応用することについては，よく
考慮をせねばならない。
　私達は・発展途上国におけるテクノロジーのいくつかの成功例も知っているが，又，発展途上国にお
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ける悲劇的な事例も承知している。持続可能な発展（sustainable　development）ということは，云う
は易くして実行することは大変難しいことである。開発の歴史というものは，私なりに考えれば　環境
破壊の歴史と併行してきたのである。21世紀に近づきつつある現在，私共に与えられた課題は，沙漠開
発の課程において，環境破壊のリスクをいかに少なくしてゆくかということであろう。そのためには，
私達は，次の根本的な問題を心の中に深くきざみこまねばならない。
　第一点：洗練されたテクノロジー
　　　　　いいかえれば，ソフトな，しかもなるべくエネルギーを消費しないテクノロジーを開発する
　第二点：平和
　　　　　沙漠地域を開発しようとする人々への努力も，戦争によって，瞬時のうちに破壊されてしま
　　　　　う。事例をだすまでもなく，最近の史実（例えば第二次大戦のエル・アラメインや，’91年
　　　　　の湾岸戦争）は，このことを例外なく我々に示している。沙漠における核実験も理解しがた
　　　　　いものがある。
　沙漠は，私達の共有する全地球的な財産である。沙漠にしかない，美しい自然の姿を維持し続けるこ
とは，私達の責任である。沙漠地帯を平和的に，いかによりよく利用できるかを考えることも私達の責
任である。この，あきらかに相反する二つの目的をどうやってうまく調和させながら実行してゆくかは，
まさに私達の国際協力を必要とする課題である。
　参加者の皆様，手に手をとって，沙漠地帯の平和的な開発のために一緒に仕事をしてゆこうではない
か。
§1　第二章　沙漠開発会議からの報告
　1993～1994年度は，95年3月直前の2年間で，あわただしく過ぎ去ったが，その間に，第4回国際沙
漠開発会議（Mexico　City　1993年7月），国際タクリマカン科学技術会議（Urumqi　1993年8月）に出
席報告する機会があり，又，トヨタ財団による“サハラにおける高度技術移転に伴うオアシス社会の変
容の研究”をも続けることができた。又，この間，会長をつとめる日本沙漠学会の2回の学術大会をは
じめ，様々な機会に沙漠研究のなかでも，開発について考える機会があった。本報告では，まずそれら
の大要にふれ，自分なりの沙漠開発に対する考え方を述べて，大方の批判を仰ぎたい。
1．第四回沙漠開発会議
　メキシコの会議は，元来エジプトのカイロで第一回の大会が開かれた国際沙漠開発議会が主催したも
のであり，第二，第三回は，カイロ，北京で行われた。この中心になっているのは，American
University　in　CairoのAdli　Bishay教授であり，エジプト政府も後援をしている。又，　UNEP（国連環
境計画）やUNSO（国連サヘル・スーダン機構）など，国際機関との連携も上手に行い，主として米国
のHarold　Dregne教授などの長老を通じて発足した。いうなれば，エジプトと米国が中心になって3年
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毎に行う国際学会ともいえよう。第四回の会議には，300人近く集まった。地元をはじめ，ラテン・ア
メリカ勢が半分以上を占め，グループとして目立ったのは，エジプト，中国などで，ヨーロッパは数え
ることもできるくらい，それも率直にいって第一級の人とは見えなかった。米国からの参加者も，決し
て質の高いものではなかった。（後日談になるが，1996年8月には，第五回の同じ会議が，米国のテキ
サス工科大学で開催された。その折も地元は別として，多かったのは，エジプト，中国勢で，近くにも
かかわらず，ラテン・アメリカ勢はきわめて少なかった）そのようなわけで，この会議が沙漠開発の理
念をかかげた，世界の学者の代表といえるかどうかは，いささか問題に思えた。
　只，この学会は，中心になっているのが，農学関係の人々が多く，メキシコの場合も，ホストは，メ
キシコの農科大学（Colegio　de　postgraduos　en　Ciencias　Agricolas　lnstituto　de　Recursos　Naturales）
であったこともあり，地元の人々の報告は，乾燥地の農業開発に伴うものが多かった。私は，そこでは，
サハラ・オアシスの政治経済的な側面について報告し，伝統的なオアシス農業と，近代的な農業開発と
の相克について語ったのだが，どうもそれに対する反応はにぶかった。又，会の運営がきわめてラテン
的で，幾つかあった会議後の巡検も結局一つになり，演題もその日の朝張り出されるという一場面もあっ
たが，それはそれなりに見ていて楽しかった。会場のホテルのサロンで小さな展示会が行われていたが，
JICAのプロジェクトでBaja　Cahforniaの砂地農業が紹介されていた。又，　Zacatecasの近所の畑でサ
ボテンの果実の対日輸出を求める農民に会って，NAFTA（北米自由貿易協定）の締結により力の弱い
メキシコと米国との圧れきを肌にしみて知ることができた。
2、国際タクリマカン会議
　又，国際タクリマカン会議では，日本からの参加者も複数あり，私は，サハラの例を出してタクリマ
カンとの比較を報告したが，サハラの化石地下水の開発可能な年限についてはいろいろ討論があった。
この会議では，多くの中国の実務者と懇談することができた。会議のあと，タクリマカン沙漠の開発状
況を視察することができた。この旅行は，中国側の配慮で，タリム川まで入ることができ，そのあと私
一人を，トルファンまで送ってくれた。その折に，1990年に中国側と共同で開催した，カレーズ国際会
議の報告書が出版され記念の会合がもたれた。その場所は新しく作られたカレーズの博物館であり，そ
こには，カレーズ国際会議で発表する私達の映像写真がかざられており，地元に役立ったことを目の当
たりにして感慨無量のものがあった。とにかく3年ほどの日中共同調査の成果そのものもあろうが，日
本人が自分たちの伝統的な技術に着目してくれたことが，中国側の刺激になったのであろう。私は後で，
ウルムチに新しく新彊炊井研究会が設立されて，共同研究を行いカレーズの発展に貢献することができ
たということで名誉会員に推され，まさに沙漠開発の一翼をになうことができたのである。会長が，ウイ
グル族であったのにはほっとした。
　タクリマカンは，或る意味では典型的な沙漠開発である。今迄，人の入れない死の海といわれていた
ところに，道路をつくり，大型の石油ボーりングの器機を持ち込み，作業所ができる。その人達のため
に，井戸を掘り，時には汽水を淡水化して水を供給する（この沙漠横断道路も，1997年5月には，北か
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ら南まで完通した）そこに見られるのは，石油開発という国策に基づく事業を完成するために，費用に
糸目をつけない開発である。
　かつて，Sven　Hedinのスケッチなどで見るしかなかったタリーム川の橋を自分の足でわたって対岸
に渡ったとき，私自身まさに夢の世界に立ったのかと思った位である。
　そもそもタクリマカンの石油開発は，コンサルタントとして米国などの外国のエンジニアにも頼って
いるが，中国の沙漠研究者にとっては，正念場の仕事場になっていると言ってもよかろう。私は，1981
年に中国に入り，以後，’87年から殆ど毎年共同研究その他で，90年迄訪中を繰り返していた。その過
程において，私の親友の夏訓誠教授（当時は，新彊生物土壌沙漠研究所長後に蘭洲沙漠研究所長になる）
は，次第にタクリマカンへのめりこんでいった。そのプロセスを見ていると，中国の研究者が全力をあ
げて石油開発のための基礎調査を行ったことがわかる。（註：それらの成果は中国科学院タクリマカン
沙漠総合考察隊から成果として叢書として刊行が進行中である）いいかえれば，沙漠に道路或いは飛行
場をつくるというような開発工事一つとっても砂の移動や風の方向，地形，土壌，植生などの基礎調査
が必要であり，更には航空写真や地図なども準備されなければならない。それには，中国の人民解放軍
の協力も必要であった。このように，タクリマカンの石油開発は，現在も進行中である。これは，リビ
アの農業開発とは異なるが，一つの国策としての開発であって，先行投資をいとわないと言うことであ
ろう。中国の石油需要の増大傾向から考えるとタクリマカンの石油は当分国内用であるといわれている
が，将来は輸出も考えているということであり，日本の商社連合も既に一部鉱区を取得している。ロマ
ンに富むシルクロードの歴史からは想像もできないタクリマカンの縦断（南北）が，観光客にも容易に
できるようになったことは喜ぶべきかもしれないが，沙漠の観光（？）開発としては，特殊な例であり，
石油という金の卵のおかげであろう。
　日本との関連では，タクリマカンの“沙漠化の機構”，そのものの調査研究が，1989～1994の間，科
学技術庁の研究グループで行われ，周辺のオアシスでの気象観測から人文地理的な聞き取り調査までさ
まざまな共同研究が行われたが，沙漠開発そのものの研究計画はなかった。おそらくこれからの日本に
割り当てられた鉱区での作業が中心となろう。このほかの計画としては，アジア・ハイウェイ計画の一
環として，シルクロードの道路整備（建設省）や，巨大な太陽光集光装置を施設してクリーン・エネル
ギー（通産省）を確保するなどの計画があるが，それらは，まだ計画の段階で，実用化にはいたってい
ない。
　中国の例としてのタクリマカンは，或る意味では特例かもしれないが，　乾燥地域の開発の場合には，
経済性を維持できる何物かがあることが必要であることを示している。（ロブ・ノール近郊の原爆実験
の施設などは特殊な事例なので，ここではふれない）
3．国際乾燥地作物フォーラム
　次にイスラエルでの見聞を述べてみたい。これは，ベルシェバにあるベングリオン大学のlnstitute
of　Applied　ResearchのDr．　Dov　Pasternakのつよい指導力による国際共同研究グループのことである。
一181一
　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学社会科学研究所紀要
Dr．　Pasternakとの出会いは，’93年の前述のメキシコの会議であった。国際会議の参加は時間の無駄
という見方もあるが，この例のような面白い出会いもある。
　テル・アビブに集合し，ベルシェバからSde－Boker，さらに死海周辺の視察を含めて，エルサレムで
解散した旅行は，よく準備されていた日程であった。又，私自身は，一番最近では，’72年にイスラエ
ルを訪れたきりで，現地を踏んだことがないので，様々なことを考えさせられた。
　日本でイスラエルといえば，沙漠開発の先兵であるという考えをもつ人が少ないし，事実その通りで
あろう。しかし一方では，やや自己宣伝がうますぎる面も少なくないというのが’61年にはじめてイス
ラエルを訪れて以来の私の印象であった。たしかに水が少ないところなので節水農業はきわめて進んで
おり，イスラエルの発明といわれるスプリンクラーは，世界にひろく広まっており，又，いわゆる点滴
灌概の技術も，商業的に売り込みがさかんである。
　私はメキシコの会議の折に，Dr．　Pasternakが中国の代表に向かって，研究者の他に，点滴灌概のメー
カーを派遣するから協定を結ぼうと説いているのを隣で見ることができた。やがて，イスラエルは中国
と協定を結び，又インドとともに中国の沙漠研究所の所長を，イスラエルの会合に呼び，しっかりとそ
の連帯を強めている。
　この会議の折に，私が印象的であった二つの事例があった。一つは，ベルシェバに宿泊したとき，ホ
テルで，農業省国際交流計画として招待していたアジァ・アフリカ10数ケ国の学生に会えたことであり，
なかにはエリトレアの人も居た。エチオピアその他，国の数は少ないが（アフリカの諸国はイスラエル
と外交関係のある国が少ない）その人々に対するあつかいが，きわめて家庭的なのである。エチオピア
のユダヤ人は，非合法的にイスラエルにつれてきたことからもわかるように，ユダヤ人社会の世界性を
示すことかもしれないが，日本でJICAなどの研修で来日しているアフリカ人にくらべると，一寸違っ
た雰囲気であった。又，会議そのものには，西アフリカは，カメル・一一一ンから代表がきていたのだが，肝
心のサヘルの国が殆どなかったのは，先述の外交関係によるのかもしれない。この会合の時に，ベルシェ
バの元助役Batz氏の夫人がきてくれて，私はJICAを中心に日本の乾燥地帯への協力を説明していた時
であった。Batz氏はエンジニアで，日本の援助もできたら得て，第ニスェズ運河を掘削してというプ
ランを，私の研究室（東大地理学教室）に持ち込んできた人である。1961年にはじめてお宅を訪ね，’72
年には家内共々昼食をご馳走になり，大変優秀な子供達に出会った。そのうちの男の子は，今兵役を終
え，電子工学をやっているという。イスラエルの建国の歴史は半分は南部の沙漠地帯の開発の歴史であ
り，考えようしだいでは，ウクライナから移住したというBatz一家のようなイスラエル国民の歴史は，
そのまま沙漠開発そのものにつながっている。’61年の時にはまだ小さな町にすぎなかったベルシェバ
は，今では高層ビルの数も増え，ネゲブの中心都市になっている。その一方で，アラブとの国境地帯に
近いので軍事地帯の境界には，フェンスが張られ，遊牧の民のべドウィンは，フェンスの中に入ると
（羊も）すぐつかまえられ，場合によっては射殺されてしまうという。このような緊張関係をはらむ独
立国家の維持にはいささか閉口する。
　この旅行中印象に残ったのは，故ラビン首相の講演である。たまたまベン・グリオン大学のph．　D．
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授与式が行われ，その折に二人の学外者が名誉博士号を授与された。一人はスイスの銀行家で先祖はア
レッポの商人で，オスマントルコ帝国時代から手広く中東での商売にたずさわり，今ではスイスでの有
力銀行の頭取になった人である。大学に多額の寄付をした人のようであった。
　そしてもう一人が前述のラビン首相であった。その話は，旧約聖書の出エジプト記からはじまり，ユ
ダヤ人が2，000年以上前にこのイスラエルの土地にきて，それからDiasporaとして世界中に散ってきた
が，40年前にイスラエルの建国があり，今日まで，沙漠の開発を行いながら国をつくってきた。そして
そのためには，いろいろな苦労があったが，オスロ協定により中東和平がなり，今ではヨルダンの大学
とイスラエルの大学との共同で，両地域にまたがるベドウィンの研究を始めるという気運も出てきてい
る。平和ほど尊いものはない，といったような内容であった。ラビン首相は，第三次中東戦争（1967）
を勝利に導いた折は，参謀総長としてシナイ作戦を指揮し，本当に戦争の恐ろしさを知る軍人出身であっ
たからこそ，彼は平和の礎石を築くことができたのだという雰囲気を実感でき，なまっちょろい日本の
大学教授やいわゆる知識人の平和論などは，その足元にも及ばないと演説を聞きながら思っていた。翌
日，Sde－Bokerで広大なジンの岩沙漠にたつ記念館で，ベン・グリオン首相を偲ぶ会合が行われ，私も
招待された。ヘブライ語の説教などとても理解できなかったが，イスラエル建国後初代の首相として，
沙漠開発に取り組んだ指導者をしのぶのによい機会であった。
　そのあと，死海からマサダを経て，エルサレムまでの巡検が行われたが，これは，沙漠の開発の一つ
である観光開発を地で行ったようなものである。死海のほとりを，イスラエル側から私が最後に見たの
は，1964年であったから，30年近い年月の間に死海がイスラエルの最大の観光地の一つになったのは知
るよしもなかった。
　特にAin－Boqeqのあたりは，大きなホテルがたちならび，そのまま湖畔に通ずるビーチを持ち，米国
その他のツーリストで満杯であった。ナッメヤシなどの土産物の数も30年前と比べものにならない。死
海の泥を体に塗るエステ・パックはご婦人達には一つの魅力なのであろうが，それにしても，死海の水
量が減ったのには驚いた。
　南の方の，死海公社のあたりは，まるで小さな内海みたいになってしまっていた。イスラエル側の強
引な取水によりヨルダン川からの流入量が減ったためと考えられる。いわゆる水争いの遠因であるが，
このような現状にたいして，地中海の海水を400mの落差を利用して死海に落とし込み，その取水口に日
本製の逆浸透膜を使えば，淡水が瞬時にできるので，それをヨルダン，パレスチナ，イスラエルで公平
に利用できないかという真面目な研究が，日本の研究者によってなされている。もしそれができれば，
まさに，広大な沙漠開発が実現するわけであろうが，環境へのアセスメントを考えると，今経費関係を
別にしてもとてもすぐ実行できるとは考えられない。
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§皿　第三章　沙漠研究の未来像
　1987年3月17日，江戸八百八町を見下ろす研究棟に808号室を与えられてから丸8年，天気の良い日
には，富士山を眺め，眼下に漱石の学んだ錦華小学校の児童のざわめきを聞きながら，研究と教育にい
そしむことができた。しかし，窓外をながめるとこの8年の間に次第に建物が増え，“錦華小学校は”
は，附近の小学校を合併して“御茶ノ水小学校”とかわり，駿河台に面した商店街の喧喋も，減りこそ
すれ増える様子もない。ましてやニコライ堂の鐘は聞く術もなく，大学のななめ向かいにたった一軒あっ
た古本屋も姿を消した。朝晩の御茶ノ水から大学への雑踏は，まさにアルジェばりである。通称マロニ
エ通りにあり，70年の歴史を誇る日仏会館も今月一杯で駿河台を去り，恵比寿に移転，又一つ文化の香
りが消えようとしている。そしてなつかしい明大記念館も，やがてとりこわされるであろう。
　駿河台の最も悲しい思い出は，’45年3月10日の東京大空襲と，’68年～’69年の神田カルティエ・ラタ
ンであろう。真っ黒にすすけた被災者が今の東京医科歯科大の建物で配給のおにぎりを荘然としてほほ
ばっている姿は未だに忘れられないが，記念館でたった一人最後まで旗をふる学生の姿や，文字通りの
学生と機動隊員とのバリケード戦は，今となってみるとあの運動は何であったかと思う。現在，東京医
科歯科大の難治疾患研究所となっているあたりは，昔，薩摩治平，治郎八親子の住んでいた所といわれ
ている。その近くの，ギシギシと木製の床のなった日仏会館で，菊池眞一先生から“薩摩会館へ行く気
はないか”とおさそいをうけたのは13年も前になる。薩摩商会は，1927年当時に予算のない当時の日本
政府に代わって，パリ国際大学都市に日本館を寄付した。以来半世紀あまり，留学した日本人は日本の
学界に重要な役割を果たしてきた。図らずも日本館の館長を2年間（1982－1984）つとめることになっ
た。会館の小さなホールで，講演を聴いたフランスの碩学の数々には，その後も何かとお世話になった。
その流れの一つとして，日仏地理学会の創設に参画し，1975年から退官の年迄20年間会長をつとめた。
これも駿河台の縁である。日仏会館の創設者の一人，文人大使Paul　Claude1のお孫さんにあたるMarie－
Victoire　Nantetさんが，昨年（1994年11月）明治大の提携校Reims大から見えたのも，何かのご縁で
あろう。
　終戦の日から問もない頃，市ケ谷の参謀本部から廃棄される多量の地図を大八車にのせて本郷まで運
んだ。ちょうど東大地理学科の2年の時で，その折たしかに，記念館の前を通ったが，駿河台の坂のき
つかったことは今でも忘れられない。現在では，保険会社や立派な大学会館になった，かつての中央大
学のキャンバスには，いかにも司法書生という感じの学生が多かったし，お茶の水駅と反対側の，湯島
聖堂では戦後しばらく引き揚げの漢学者達が中国関係の書籍を売ったり，素人流の中華料理を出したり
していた。ひえびえとしていたその儒教の殿堂も，今では訪れる人も少なそうだ。やっちゃ場の愛称で
呼ばれた青物市場もなくなり，その上国字改革とともに，戦後最大の悪政といわれる町名改正で神田の
地名もすっかり画一化してしまった。
　神田はよくカルティェ・ラタンに比較される。大学の歴史の古さからいえば，ソルボンヌにかなうま
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いが，駿河台から本郷までの近百年以上の間に学校群がたちならぶ姿は，東京のRue　des　Ecolesといっ
てもおかしくない。その上それらを相手にする書騨や喫茶店が並ぶ風景はたしかによく似ている。フラ
ンス史に遺る偉人をまつるPantheonと孔子をまつる湯島聖堂は一寸比較しにくいが，孫文や周恩来がよ
く集った中華料理店で食事ができたり，朝鮮独立運動1919．2．8記念碑が，猿楽町の韓国YMCAの前
に立っていたりするのも神田らしい。いわゆる万歳事件のもととなった宣誓文をつくった在日朝鮮人の
中には，明大生も居たのである。私は神田の古書街は，或意味では，その蒐集量と，バラエティにおい
てカルティエ・ラタンの書店街をしのぐものとひそかに自負しているが，一方ではキラリとひかる古書
の専門家が最近少なくなったのは，大変さびしい。だが，魯迅を助けた，今はかつて内山書店のあった
上海の墓地で眠っている内山完造屋，その学域において大学教授をしのぐといわれた弘文荘の反町茂雄
といった人々にあえたのも，神保町のおかげである。
　この8年，私は，多くの方々の理解と支援をいただき，文部省，国際交流基金，トヨタ財団による研
究，それに大学の各種研究費（特別研究費を含む）などにより，年齢的には，フィールドはややおぼつ
かなくなったが，いくつかのProjectを遂行できた。又UNESCO，　UNEPやEuro－Arab　Itinerant
University（ユーロ・アラブ移動大学）関連の仕事で，いくつかの国際会議やシンポジウムに出席する
ことができ，その知見をひろめると共に，ささやかながら学界にも貢献できたと思う。又，各種のルー
トを駆使し，フランス，イタリア，中国，アルジェリア，チュニジアの研究者を招待し，大学を中心に，
又学術交流の面で，ささやかながら，お手伝いすることができた。今それらを総括して，この8年間の
歩みを振り返ってみたい。そしてその上で，私の生涯の研究テーマである沙漠研究について，私なりの
未来像を提示してみたい。
　私が試みた研究プロジェクトは，次の如くである。
　1）カナート水利体系の比較研究
　1987年の第二回訪中（中国科学院，日本学術振興会）を基礎として，88，89，90年と3年にわたって，
国際共同研究の研究費を与えられた。文学部の友人達とも語らい，中国，シリア，イラン，アルジェリ
ア，アラブ首長国連邦，モロッコと，現地調査を行った。その間，中国側の好意で，’90年にはウルム
チへ，カナート（カレーズ）に関する国際会議が開かれ，それを機に新彊炊井研究会がつくられ地元政
府のカレーズの補修，施行に対する投資が増えたというよいニュースもあった。
　2）高度技術移転に伴うオアシス社会の変容
　1）の発展として，サハラのオアシス社会にしぼり，少しく応用的な技術協力に迄発展させたい所存
で，トヨタ財団の研究費により，1992年秋から出発して，年末から93年にかけて予備調査を行い，その
結果本調査の継続2ケ年を決められたが，その年の秋からアルジェリアの国内情勢が悪化し，残念なが
ら現在停滞中である。
　以上の二つの成果については，部分的に大学の紀要，国内外の学会での口頭発表などの形式で発表さ
れておるが，一応のまとめとしては，現在単行本の形式で関係論文を印刷中である。（社会科学研究所
出版助成費）
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　次に，1），2）のような現地調査ではないが，この8年間に
　1）イスラム以前の農業水利技術シンポジウム（ダマスカス）（1987）
　2）国際半乾燥地域開発シンポジウム（ホホホト）（1988）
　3）国際カレーズ・シンポジウム（ウルムチ）（1990）
　4）サハラ・シンポジウム（ガルダイア）（1992）
　5）第四回国際沙漠開発会議（メキシコ・シティ）（1993）
　6）国際タクリマカン会議（ウルムチ）（1993）
　7）国際乾燥地作物フォーラム（テルアビブ）（1994）
　などの国際会議に出席，報告を行った。1）～3）は，報告書出版済。これらは，それぞれの機会毎
に，日本人の研究の存在感を示し，私自身も又学ぶところも多く，その成果を友人達に引き継ぐことが
できたと思う。この他に，1987年Maltaで開かれた第二回Euro－Arab　Itinerant　Universitに招待され
たのがきっかけで，ローマ，アルジェでの執行委員会，上記4）のアルジェリア革命30周年記念と併行
して行われたサハラのシンポジウム出席，又’95年の国際寛容年にむけて“国際平和の書”にも寄稿す
る機会を得た。Euro－Arabはヨーロッパ中心の考え方であるが，一歩下がって日本からこのような捉え
方をすることが，新しいEUの理解や，日本のMaghreb研究に薪しい視点を与えると思っている。また，
この一連のものとして’92年にArab　Cultureについての，　UNESCOの諮問委員会で日本の考え方を示す
ことができた。その折，PLOのユネスコ常駐代表が，日本政府が国際機関を通じてパレスチナに対する
援助を行っていることに感謝の言葉を述べていたのは，たいへん喜ばしかったが，エルサレムのアル・
アクサモスクにあるイスラム関係のアラビァ語古文書の補修ができず，貴重な文化財の消失を憂いてい
たことも記憶に残る。残念ながらEuro－Arab　Itinerant　Universityを日本で開催したいという希望を，
在任中実行できなかった。
　大学に人を招く形としては，日本学術振興会／明治大学のMuscara教授，日仏会館／明治大学の
Pinchemel教授の講演，それぞれイタリァ，フランスの都市問題を中心にしてよい講義録をのこし，又，
在日中の日仏会館長A．BerqueやCeccaldi教授は，日本研究や環境問題で学生に強い刺激を与えてくれ
た。又，共同研究者として来日したアルジェリァ（Nicole　Bounaga，　Abdelrahmane　Benkhalifa，
Ahmed　el－Hadj），中国（宋郁東），チュニジァ（N．　Akrimi）などは，広義の乾燥地研究の面で，大い
に有益であった。この中，アルジェリア，中国関係者の接遇には，同僚や学生も手伝ってくれ，白雲た
なびく駿河台によい印象を残して帰っていった。
　以上のような活動と併行して行ってきた講義とゼミをふりかえってみたい。経済地理学は，経済地誌
として，地域開発論は地球環境から国内の地域開発まで，グローバルな南北問題も含めて，ひろく扱っ
た。従って，果たして，体系的であったかどうか，自分ではわからない。原則として，多少なりとも自
分が手がけた地域や，トピックに重点をおくようにし，話題はup　to　dateのものに気をつかった。こ
の二つの課目は，選択科目であり，受講者（特に後者は）は多いので，内容的に親しみを持つように，
心がけた。又，ゼミは少数主義であったが，こればかりは年度毎のバラつきがあったし，ゼミのあり方
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については，今後とも問題が残ろう。しかし，1月18日に，「環境・経済・平和」と題した最終講義で，
すばらしいレポートをいくつか得られ，今も記念に保管している。神戸大震災の翌日であり，レポート
を出してそのままボランティアに出かけた学生もあり，駿河台と神戸が連帯した感があった。
　又，ゼミ生（3年生）が，自分たちで歩いて御茶ノ水の景観問題にとりくんでくれたのも，よい思い
出になった。上述のBerque教授が，都市のコスモロジーの中で，神田川にふれているが，和辻の「風
土」にはじまる交友の中から，駿河台校舎の近くによき風土学者をもっていたことは，とても嬉しかっ
た。彼は，「風土とは何か？」という，名講義を我々に残して，フランスに去った。その折の，中村雄
二郎教授の名司会には感謝を捧げたい。
　次に，1990年着任してから3年目の5月，この大学会館の大会議室で，日本沙漠学会が発足した。当
日，来賓として，島田正郎総長，有馬朗人総長（東大）が駆けつけてくれ，アラブ諸国の外交団をふく
めた200人からの人々のあたたかい眼差しは忘れられない。事来，2年間，私の研究室が事実上の連絡
場所となって，明大にはずいぶんお世話になった。（特に研究棟の利用など）又，同僚の先生方の応援
も嬉しかった。1992年5月から，事務局は移転したが，現在も，発展途上にある学会運営の一部を会長
としてお手伝いしている。その間，808号室を司令塔に，遠くサハラやタクラマカンとの交信もできた
し，Meiji　Universityの名前を世界の各地に広めることができた。私は少なくとも日本の大学では一番
親切と思っている大学の電話交換手の皆さんに大いに感謝の念を表したい。
　ところで，学会の成長と共に沙漠研究に関心をもつ人々も次第に増え，今では会員数が400を超えた。
一般に，凡そ1，000人の会員ができないと学会の運営はきわめて難しいといわれている。それが何とか
今日までもってきたのは，立ち上がりの時に，資金を提供して下さった清水建設を筆頭にする多くの企
業の方々が賛助会員という形で支援してくれたこと，TOTO出版がこの5年間，　m6senaの一環として，
学会誌の出版を無償で引き受けてくれたことなどの財政的な応援と，熱心な会員の努力によるものと思
う。しかしながら現状のままでよいかというとさまざまな問題点がある。
　第一に，沙漠研究の層の深化の問題がある。つまり設立頃の立ち上がりの人々ばかりでなく，これか
ら後につづく人をつくらなければならない。これは一人でできる仕事でなく，各大学，研究機関や企業
などがそれぞれ手をとりあわねばならない。
　第二に，学会誌「沙漠研究」は，日本語の雑誌のために，研究成果のdisseminationがおそいことで
ある。いわゆる単発のproceedingsの類では，領布がかぎられ、なかなか成果を知って貰えない。
　第三に，フィールドがないために，ややもするとsimula七ionだけで終わってしまう研究も時々ある。
もちろん地球規模の問題提起に，社会工学的なアプローチは有効であるが，それだけにとどまっていて
はなるまい。
　第四に，第三のことと関連するが，日本人全体の沙漠に対する知識が少ないので，ややもすると自画
自賛の議論になってしまう。このあたりの舵取りがむずかしい。
　以上のようなことをふまえて，今後どうあったらよいのであろうか。
　1）日本国内に沙漠研究者の数をふやすこと。（例　30年前の南極調査にはじまる極地研究の進展を
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　　考えてみるとよい）
　2）国内に本部を，現地に支所をもつ沙漠研究所をつくること。（ただしこれはすぐできないが，あ
　　らゆる機会をとらえて現有のものとのネットワークづくりを考えてゆく）
　3）すぐれた外国の研究者にどんどん来日して貰い，又共同研究者として一緒に現場にでかけるこ
　　と（例えば縁故の多い旧ソ連の研究者など）
　4）NGO的な活動にも十分に目をひらき，世界中のどこの沙漠にも日本人の存在が見えるようにす
　　るべきであろう。
　5）今のところ米国などに片寄っている沙漠研究者の派遣を，もっと異質の地域にもひろめること。
　しかし，以上のことはあくまでロジスティックスであって，最終的には何のために私達が沙漠研究を
行うのかという哲学の問題に還元する。私は，沙漠にしっかりと腰を据えた思索の世界というものを，
今又，考えてみる必要があるように思う。古代の宗教家達のMediationとはことなり，全く新しい価値
観でもって，私達の文明・文化を考える一つの方途となり得るからと考えるからである。
　後記）要約にのべたごとく本稿の原文執筆の時期より、2年ほど経過をしている。その間，メキシコ
及びタクリマカンの二つの会談の報告書もできあがり，第5回の国際沙漠開発会議が，米国で1996年に
行われている。従って、沙漠開発についての問題点も更に附加すべきものも少なくない。又一方で“乾
燥地域の水利体系”という標題で，主として地下水灌概を中心に、関連のものの論文集も社会科学研究
所の助成により出版できた。又「日本沙漠學会」も，さまざまな困難をのりこえて，とにかく順調に機
能している。私が考えてきた事柄が少しでも実現化しているのは嬉しいことであるが，平和の問題は，
なかなか未来が見えない。それについては，何れ改めて別の形で発表する予定である。明大を去る最後
の年に本稿執筆の機会を与えてくれた社会科学研究所に改めて感謝の意を表したい。
（こぼり　いわお）
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